
西別院だよりおたる 季刊 第90号

2009年9月（平成21年）（1）

11月25日㈬より29日㈰まで、月忌参拝をお休みさせて
いただきますので、どうぞお寺にお参りください。

「孟宗竹」

●法 友 会 （ 新 光 説 教 所 ）

●樹心会・唯信講（奥沢説教所）

●小　 　樽　 　別　 　院

小樽別院・各説教所の報恩講の日程
10月23日㈮～ 24日㈯

11月2日㈪・3日㈫

11月25日㈬～28日㈯
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大
谷 

光
淳
新
門
様

小
樽
別
院
ご
巡
拝

去
る
8
月
26
日（
水
）、

本
願
寺
の
法
灯
を
次
代
に
伝
承
さ
れ
る
　
大
谷
光
淳
新
門
さ
ま
が

小
樽
別
院
に
ご
巡
拝
に
お
見
え
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
様
子
を
写
真
を
交
え
な
が
ら
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

8
月
25
日（
火
）於 

グ
ラ
ン
ド
パ
ー
ク
小
樽

〜
お
出
迎
え
・
ご
面
接
・
懇
談
会
〜
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～境内で出迎えた一人一人に
　　　　　　　　お声掛けを頂きました。～

～53名の方が本堂で粛 と々おかみそりを
　あてていただき、法名を拝受いたしました。～

～のべ230名の方がお参りくださいました。～

～わずかな滞在時間、名残惜しくも
　　　　　東京へ戻られました。～

8
月
26
日

〜
帰
敬
式
・
記
念
式
典
〜

晴
天
に
恵
ま
れ
、

盛
大
の
う
ち
に
日
程
が
終
了
し
ま
し
た
。

　園児とともにお出迎え

　帰敬式

　記念式典・記念布教

　新門様ご一行　お見送り

10:20

11:15

13:00

14:30
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「おたる西別院だより」に掲載してくださる商店や業者等を募集しております。
詳しくは 0134-22-0744 別院だより担当者:森までご連絡下さい。広告募集

北
海
道
教
区
第
二
十
九
会
全
道
仏
教
婦
人
大
会

六
月
十
七
日
・
十
八
日

会
場
／
小
樽
市
民
会
館

後
志
組
主
催
で
九
六
五
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

西森電機商会有限
会社

お客様に愛される信頼とサービスの店

家電製品販売、修理、フランスベッド
住宅設備機器販売、住宅リフォーム

冷暖房設備・ロードヒーティング・融雪設備

小樽市天神1丁目10番3号
TEL（0134）24-0503
FAX（0134）32-2217

新畳・表替・裏返・畳工事
やっぱり畳が落ち着く
　　　生き続ける伝統の技

木下畳店由

小樽市山田町 8-6

☎・FAX 23-2245

和 洋 菓 子

牧 田 敏 雄
店 舗 小樽市朝里2丁目13番15号

電話　店舗（54）-6127

里 李 庵
り り あん

大会後、グランドパーク小樽にて、懇親会
そのときの記念撮影の様子。

コーラスには婦人会員も参加。

大谷範子仏教婦人会総連盟総裁さまより
お言葉をいただきました。



盆おどり小樽別院の

晴天に恵まれ、今年も盛大に開催できました。感謝！！

8月8日（土）・9日（日）
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子どもゲーム大会も大盛況！！

受付テントは佛教壮年会のみなさんがスタンバイ 

今年は大盤振る舞いの
抽選会でした。

お疲れ様の打ち上げです

出店も繁盛！



お
寺
の
イ
ロ
ハ 

〜
我
が
家
は
門
徒
？
檀
家
？
〜

　
こ
の
絵
は
、
水
彩
画
教
室
で
描
い
た

も
の
で
す
。
よ
く
花
や
果
実
が
題
材
と

し
て
用
意
さ
れ
ま
す
。
孟
宗
竹
は
初
め

て
で
、
難
し
い
と
は
思
い
ま
し
た
が
、

挑
戦
し
て
み
ま
し
た
。

　
空
に
向
か
っ
て
、
真
っ
直
ぐ
に
伸
び

た
竹
林
の
壮
大
な
景
観
と
竹
が
風
に
ざ

わ
ざ
わ
鳴
る
音
を
想
像
し
な
が
ら
描
い

て
み
ま
し
た
。

小
樽
別
院
門
徒
　
大
橋
　
梅
次
郎

孟 

宗 

竹
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浄
土
真
宗
を
信
仰
さ
れ
る
方
の
こ
と
を
広
く
門

徒
さ
ん
と
呼
ぶ
の
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？
し
か

し
世
間
一
般
で
は
檀
家
さ
ん
と
い
う
言
葉
の
方
が

馴
染
み
が
あ
る
気
が
し
ま
す
。
普
段
気
に
と
め
る

機
会
は
少
な
い
で
し
ょ
う
が
、
違
い
を
ご
存
じ
で

す
か
？

門
徒
と
は「
一
門
の
徒
輩
」と
い
う
意
味
あ
い
で
、

も
と
も
と
は
各
宗
派
で
も
用
い
ら
れ
て
い
た
単
語

で
す
。
現
在
で
は
浄
土
真
宗
を
信
仰
さ
れ
る
方
を

さ
す
言
葉
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
檀
家
と
い
う
単
語
は
イ
ン
ド
の
サ
ン
ス
ク

リ
ッ
ト
語
の「
ダ
ー
ナ
パ
テ
ィ
＝
布
施
を
す
る
人
」

が
語
源
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
鎌
倉
時

代
以
降
に
使
わ
れ
だ
し
た
言
葉
で
、
信
者
の
所
属

す
る
寺
院
を
檀
那
寺
、
寺
に
所
属
す
る
も
の
を
檀

家
と
呼
ん
で
世
襲
的
に
寺
院
を
護
持
す
る
体
制
を

整
え
た
の
で
す
。

江
戸
時
代
に
入
る
と
幕
府
は
、
寺
院
に
戸
籍
の

台
帳
の
作
成
を
依
頼
・
徹
底
し
、
キ
リ
ス
ト
教
を

排
除
す
る
よ
う
つ
と
め
ま
し
た
。
こ
の
台
帳
を
宗

旨
人
別
帳
、
あ
る
い
は
宗
門
改
人
別
帳
と
呼
び
、

こ
れ
を
管
理
す
る
こ
と
で
檀
家
制
度
は
確
立
さ
れ

た
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
一
見
す
る
と
と
て
も
優
れ
た
も
の

に
見
え
ま
す
が
反
面
で
、
庶
民
か
ら
職
業
の
選
択

あ
る
い
は
転
居
・
結
婚
の
自
由
も
奪
っ
た
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

結
局
こ
の
制
度
は
明
治
の
廃
藩
置
県
と
と
も
に

廃
止
さ
れ
ま
し
た
が
、
寺
院
と
檀
家
と
い
う
関
係

は
残
り
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に「
世
襲
制
度
＝
家
の

宗
教
」と
し
て
現
代
に
受
け
継
が
れ
て
き
た
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
浄
土
真
宗
は
、
本
来「
家
の
宗
教
」で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
寺
に
所
属
す
る
と
い
う
考
え
と

も
少
し
違
い
ま
す
。
浄
土
真
宗
と
は
信
仰
す
る
一

人
一
人
の
た
め
の
教
え
で
あ
り
、
そ
の
教
え
を
信

仰
す
る
方
は
宗
門
の
大
事
な
一
人
な
の
で
す
。
で

す
か
ら
、
檀
家
と
は
家
の
宗
教
で
あ
り
、
門
徒
と

は
お
念
仏
を
慶
ば
せ
て
い
た
だ
く
一
人
一
人
の
呼

称
な
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
み
な
さ
ん
に
は「
私

は
○
○
寺
の
檀
家
で
す
」と
言
う
よ
り「
浄
土
真
宗

の
門
徒
で
す
」と
胸
を
張
っ
て
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。



別
院
門
徒
物
故
者

（
平
成
二
十
一
年
八
月
末
日
現
在
）

本
堂
修
復
懇
志
新
規

進
納
者
御
芳
名

（
平
成
二
十
一
年
八
月
末
日
現
在
）

森
　
　
幸
一

中
津
　
　
博

福
田
　
栄
子

　︵
敬
称
略
︶

常例布教講師

10月

11月

12月

ご法座はお休みさせていただきます

前期　北海道西光寺 市原芙御子師
後期　高知県受法寺 坂上　  良師

前期　北海道竜泉寺 寺垣  信晃師
後期　北海道妙法寺 石田  智秀師

3分間の
心のともしび

テレホン法話
●テレホン法話担当表

11/16㈪～30日㈪ 　梶
12/ 1㈫～15日㈫ 森　本
12/16㈬～31日㈭ 村　田

10/ 1㈭～15日㈭ 山　邉
10/16㈮～31日㈯ 西　川
11/ 1㈰～15日㈰ 磯　村

門徒委員
福川ヨシ子
平田　晴己
宮本　和枝
竹澤　知恭

編集委員
別院担当者
森本　一燈
温井　卓生
森　　敬信
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編
集
後
記

90号は、新門様の小樽別院ご巡拝の記事を掲載する機会に恵まれ後世に残る

号となりました。小樽別院でのご巡拝が無事に終わり安心をいたしましたが、

これも偏
ひとえ

に準備から、お迎え、そして、お見送り迄を一生懸命に務めて下さっ

た別院職員の方々と、数多くのご門徒の皆様のお陰で、心から有難うございま

すと頭が下がりました。

別院だよりは、ご門徒の皆様と別院とのご縁をつなぐ別院からのお便りです。

小樽市若松1丁目4番17号

10134−22−0744 50134−29−4080本願寺小樽別院
連　絡　先

物
品
寄
贈
者
御
芳
名

新
門
様
用
畳

　
　
　

木
下
畳
店

ご
寄
贈
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

髙
島
　
久
照

笹
本
　
安
弘

大
橋
　
忠
雄

山
本
　
昭
子

二
丹
田
盛
恵

二
階
堂
安
都
子

渡
辺
　
キ
ヨ

加
藤
キ
ミ
子

山
田
　
タ
ミ

髙
橋
　
英
秋

寺
下
よ
し
子

本
間
　
　
愛

相
川
　
菊
枝

今
野
　
榮
作

島
　
な
を
江

花
本
　
幸
子

橘
　
　
信
重

日
和
　
留
治

宗
玄
　
和
子

新
井
　
重
義

大
橋
　
信
吾

竹
中
　
チ
エ

井
田
ミ
サ
ヲ

︵
敬
称
略
︶

小樽別院
四角形



～まこと（いのち）の保育を行っています～ま と（ ） 保育を行 まま と（ ） 保育を行 ま行育を行保育 ま）と（ま

小樽幼稚園小樽幼稚園

バスで「さっぽろさとらんど」へ行きアイスクリーム作りに挑戦！作り方の説明を真剣に聞きな
がらボールの中の材料が冷えて固まるまで頑張って混ぜました。
やっとできあがったアイスクリームを一口食べて「おいし～！」と大喜びでした。
その後は、SLバスに乗ったり、遊具で遊んだりとのんびりと過ごし、幼稚園に戻ってからは夕
食を食べ、スイカ割りに花火大会、きもだめしと楽しみました。
そして翌朝はお寺のおあさじに参拝。
今回、お家の方と離れ、初めてお泊まりしたお友だちもおりましたが、みんな自分のことは自分
で頑張り、とってもお兄さん・お姉さんになりました。

その他の日も見学できますので事前にお電話でご連絡下さい。

3歳のお誕生日を迎えたお友だちの途中入園を
募集しております。
詳しくはお電話でお問い合わせ下さい。

7月22日に年長組のお泊まり会が行われました。

●小樽幼稚園に遊びに来ませんか？●

10月19日（月）14：30～
　　 25日（日）10：00～

体験入園

先生と一緒に身体を動かしたり、
制作をして遊びましょう。園バスの試乗もできます。

10月20日（火）/29日（木）
10：00～12：00

公開保育

小樽幼稚園の保育の様子をご自由にご覧下さい。

泡立て器で

たまご、砂糖、牛乳、

生クリームを

まぜまぜ…

おやすみ前に

みんなで仲良く

歯磨き
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発
行
者

　本

　願

　寺

　小

　樽

　別

　院

　
　発
行
人

　立
森

　成
芳


